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１． はじめに 

 早稲田大学マニフェスト研究所人材マネジメント部会（以下「部会」という。）は、地

域の持つ可能性を発見し、従来の枠にとらわれない発想でそれらを強力に生かしていく地

方創生時代の職員・組織を創ることを目的に創立されたもので、富岡市は、今年度で３期

目の参加となる。 

 部会では、大切にする4つのキーワードである「立ち位置を変える」、「価値前提で考え

る」、「一人称で捉え語る」、「ドミナントロジックを転換する」から、所属自治体が抱える

現実の課題を見極め、実践的に研究することが求められた。 

 本共同論文は、部会に参加し、今年度取り組んできた活動の概要及び今後の展望につい

て記すものである。 
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２．活動の概要 

（１）活動のテーマ 

 今年度の部会では、「緊急事態に効果的に対応できる自治体組織のあるべき姿を考え

る」という統一のテーマが設けられた。 

 

（２）活動の経過 

 上記のテーマに基づき、①組織の現状を考える（現状の深堀り）、②組織の未来を考え

る（あるべき姿）、③シナリオを考える（アクションプラン）という流れで研究を進めて

きた。研究を進めるにあたり、参加者３人での対話を始め、全庁アンケート、キーパーソ

ンインタビュー、他自治体やマネ友との対話などを行い、俯瞰的な視点から研究内容を深

めていった。 

全体的な活動経過は、以下の表のとおりである。なお、今年度の研究会はコロナ禍とい

うことで、Ｚｏｏｍを活用したオンラインでの実施となった。 

 

６月 第１回研究会（現状の深堀り） 

 全職員アンケート・マネ友アンケート 

 キーパーソンインタビュー（災害時の担当職員３名） 

 対話自治体（韮崎市）との対話 

７月 第２回研究会（現状の深堀り） 

 キーパーソンインタビュー（区長） 

８月 キーパーソンインタビュー（市長） 

 人マネ群馬県人会 

第３回研究会（あるべき姿） 

９月 対話自治体（韮崎市）との勉強会 

 マネ友との対話 

１０月 キーパーソンインタビュー（人事担当・災害ボランティア経験者） 

 第４回研究会（アクションプラン） 

１１月 マネ友との対話 

１２月 第１回マネ友会（富岡市マネ友会の発足） 

１月 第２回マネ友会 

 第５回研究会（活動のまとめ） 

２月 第３回マネ友会 

３月 市長をはじめとする経営層への発表 

※上記に加え、年間を通じて、参加者３人での数多くの対話を重ねてきた。 
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（３）自治体の現状把握 

 研究会では、あるべき姿を考える前に、まずはしっかりと現状を把握し、その原因や背

景を理解することから始めていった。そこで、私たちは、全職員を対象とした全庁アンケ

ートやキーパーソンインタビューを行い、本市の現状を把握することとした。 

 

①全庁アンケート 

  「緊急事態に効果的に対応できる自治体組織にとって大切だと思うもの」というテー

マで、職員の意識調査を実施した。 

 その結果、職員が大切だと思うのものとしては、「情報共有」や「庁内連携」が上位

となった。一方で、「情報共有」「庁内連携」の現状について、職員がどのように感じ

ているのかを見てみると、できていると回答した職員は、２割程度にとどまった。多く

の職員が情報共有や庁内連携が大切だと感じているものの、現状はほとんど体制ができ

ていない状況であり、理想と現実に差があることが結果として表れてきた。 
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②キーパーソンインタビュー 

  実際に災害対応の経験のある職員が、その当時に感じていたことや、緊急事態におけ

る本市の課題や必要だと感じていることを把握するため、本市に多くの被害をもたらし

た、昨年の台風１９号、平成２６年の大雪、平成１９年の台風９号の時に災害対応をし

ていた職員へのインタビューを実施した。 

  インタビューを通して、「平常時からできないこと、平常時から準備していないことは

非常事態では絶対にできない」、「情報共有と合わせて、職員の意識共有が大事」、「指示待

ちではなく、自分から動ける職員が必要」、「人材育成にはやはり実戦経験、災害対応の

経験値が重要」など、多くの意見を聞くことができた。 

 

（４）あるべき姿を考察する 

 あるべき姿について、「緊急事態に効果的に対応できる組織や人のあるべき姿」と「緊

急事態に効果的に対応できる組織や人の平時におけるあるべき姿」の２点から考察した。 

まずは、現状把握の結果に基づき、３人でありたい姿について検討を重ね、その後、キ

ーパーソンインタビュー、他自治体やマネ友との対話を行うことで、ありたい姿をブラッ

シュアップしていくこととした。 

 

 ①キーパーソンインタビュー 

  市長と、市長が思い描く理想の組織・職員像について対話を行い、「市民を第一に考

え、寄り添える職員」、「常に市全体のことを理解している職員」が理想ではないかとい

う意見をいただいた。 

  また、地域の現状を理解しておくこともあるべき姿を考察するうえで必要だと考え、

現区長会長と前区長会長との対話を行い、地域では、これまでの災害対応の経験から、

防災意識が高まっており、地域防災について自分事と考えられるようなっていることに

気づくことができた。 

 

 ②あるべき姿の設定 

  現状把握、キーパーソンインタビュー、他自治体やマネ友の対話を通じて以下のとお

りあるべき姿を設定した。 

 ○緊急事態に効果的に対応できる組織や人のあるべき姿 

担当意識に縛られず緊急時の対応や復旧・復興に向けての業務を自分事して捉え、

市民のために行動・協力できる職員 

 ○緊急事態に効果的に対応できる組織や人の平時におけるあるべき姿 

   常に市全体のことを理解していて、市の目指す方向性などの情報共有ができており、

平時から横断的に連携できる組織 
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（５）アクションプランの検討 

 ①当初のアクションプラン 

  あるべき姿に向かって、私たちが当初考えたアクションプランは、以下の段階図とお

りであった。しかし、第４回研究会の部会幹事団との対話で、色々なことを網羅しよう

としているが、自分たちがまず取り組みたいことはどんなことか絞って考えてみるとい

いのではないかとの助言を受けたことで、改めて自分たちが一番取り組みたいことにつ

いて見つめ直し、アクションプランを再考していくこととした。 

 

 ②アクションプランの再考 

  当初のアクションプランでは、緊急事態と平時のどちらにも対応するための様々なア

クションプランを検討していたが、部会幹事団からの助言を受け、３人でアクションプ

ランを再考するために対話を重ねた。その結果、平時にできていないことは緊急事態で

もできない、緊急事態に効果的に対応するためには、まずは平時の状態を変化させるこ

とから取り組むべきではないかという結論を導き出した。 

また、部会に継続して参加していることを考えたときに、テーマに違いこそあるが、

それぞれの期で別々の方向性を持つのではなく、継続性を持って組織変革に向かうこと

が大事であると感じ、１期生の地域と協働するための施策、２期生の若い職員が地域へ

出やすくするための施策との継続性を図るため、私たちは、職員が地域に飛び出してい

った成果として、地域の声を職員間で共有し施策へと繋げやすくするためのアプローチ

という視点もアクションプランに加えることとした。 
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③アクションプランの決定 

アクションプランの方向性が見えてきたことで、アクションプランのテーマとして

「対話」という言葉が浮かびあがってきた。これは、平時におけるあるべき姿を目指す

ために、「対話」が一番重要な要素であるというのが、これまでの活動を振り返った時

の３人の共通認識であるとともに、地域の声を職員間で共有し施策へと繋げやすくする

ためのアプローチという視点においても、やはり「対話」が重要な要素になるのではな

いかという考えに至ったからである。  

さらに、コロナ禍において公私ともに対話の機会が減少してしまい、職員間の関係が

希薄になっている現状に危機感を感じていたこともあり、今回、「対話」をテーマにし

た、「職員サポート制度の導入」、「各課広報の発行」、「とみおかマネ友会の発足」の３

つのアクションプランにたどり着いた。 

なお、変更後のアクションプランの段階図は以下のとおりである。 
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（６）アクションプランの概要 

 ここからは、アクションプランの概要を記載する。 

＜アクションプラン①職員サポート制度＞ 

概 
 

 
 

要 

・先輩職員が後輩職員に対して、日常業務のみならず公務員生活なども含めた

幅広い支援活動を行い、職員のスキルアップ、悩みや不安の軽減を図る制度

であり、サポートの対象者は、仕事の環境が大きく変わる新採用職員と新任

係長とする。なお、サポート職員だけサポートするのではなく、所属長や人

事担当課などへサポート内容を相談できる体制を整え、市役所全体で職員を

育てる環境をつくる。 

・制度の目的は、職員間のつながり強化、コミュニケーション能力の向上、職

員がもつ経験や知識の伝承、係長代理職のキャリアアップ研修とする。 

※職員サポート制度については、平成２３年から２６年までの４年間、新採用

職員を対象に実施していた経緯があるので、前回制度時の課題を解決するた

めの仕組みを取り入れた制度設計とする。 

効 
 

 

果 

【新採用職員・新任係長】 

新採用職員は、サポート職員を通じて多くの職員と出会うきっかけができ、

市役所内の人脈が広がるとともに、同じ課や部内の身近な職員が日常業務から

サポートするので、市役所、職場にスムーズに順応することができる。また、日

常業務から公務員生活全般について、相談できる相手がいることで、市役所生

活の不安が軽減される。 

新任係長は、相談や指導してくれる職員がいることで係長業務に対する不安

が軽減されるとともに、係長に必須の業務の指導を受けることで、係長として

のスキルアップに繋がる。 

【サポート職員】 

サポート職員は、指導役を担うことで、指導するために必要となる知識を学

ぶ機会や人を指導するという経験により、自身のスキルアップやキャリアアッ

プに繋がる。また、コミュニケーションをとりながら、後輩職員をサポートして

いくことで、マネジメント能力の向上が見込まれる。 

【市役所全体】 

職員サポート制度の実施により、職員間に自然と会話が生まれ、職員同士の

つながりが深まることで、職員間のコミュニケーションの活性化や部署を横断

した職員間の横・斜めのつながりが構築されるなどの効果が期待できる。 
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＜アクションプラン②各課広報＞ 

概 
 

 

要 

各課の業務と課員を紹介する広報を年度ごとに発行し、誰もが気軽に各課の

業務や職員の人となりを知る機会をつくる。また、各課の業務については、緊

急事態対応における各課の業務も紹介してもらい、緊急時での対応にも活かし

ていく。 

効 
 

 
 

果 

次の４つの視点からの効果が期待できる。 

・「対話」 

作成時に職場内で自然と対話が生まれ、職場内の連携がより深まるきっかけ

となる。 

・「情報共有」 

他課の業務などを共有することで、他課の業務に興味や関心を持つきっかけ

となる。 

・「業務連携」 

他課の業務を気軽に知る機会をつくることで、他課と業務連携して事業を進

める発想を持つきっかけとなる。 

・「親しみやすさ」 

職員の写真を掲載することで、今までよりも職員の顔が見えるようになり、

話がしやすい環境づくりのきっかけとなる。 

 

＜アクションプラン③とみおかマネ友会＞ 

概 
 

 
 

要 

令和２年１２月に１期生から３期生の９人で、部会での研究内容やアクショ

ンプランの精査や見直し、また、これからの富岡市のことを気軽に話し合うオ

フサイトの場として発足させた。「部会に卒業はない」を合言葉に、定期的に

活動していく。 

今後は、本市から部会に参加したマネ友だけでなく、活動に興味を持つ職員

も巻き込んでいく。 

目
指
す
と
こ
ろ 

・担当課だけに実施を任せるのではなく、マネ友会として、引き続き、これまで

提案してきたアクションプランを精査、見直すことにより提案だけで終わら

ず、実行に繋げていく。 

・庁内にマネ友会の活動を周知し興味を持つ職員を掘り起こし、多くの仲間と

一体になって、より良い富岡市を目指す。 

・「オフサイトからオフィシャルへ」を目指し、職員提案制度を活用し組織変

革に向けた提案を行う。 
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３．次年度に向けた展望 

 ①とみおかマネ友会活動 

   次年度に向けては、

  まず、本年度発足させ

  た「とみおかマネ友 

  会」において継続的な

  活動を展開していく。 

   アクションプランの

概要にも記載したとお

り、とみおかマネ友会

では、提案してきたア

クションプランを精

査、見直すことなどに

より、提案だけで終わらず、実行に繋げていくことを目指し活動することとしてお

り、次年度もアクションプランの実現に向けて、積極的に関わりを持ち続けた、活動

を展開していく。 

   現在の次年度の活動予定は、職員サポート制度の実現に向けて、オフサイトで試験

的に２年目職員のサポートを行い、令和４年度からの制度実施を目指し、担当課と協

議を重ねていくことを考えている。また、各課広報の発行に先立ち、作成に向けた周

知と今までの人マネの活動を紹介するためにマネ友広報を発行することを予定してい

る。 

さらに、定例会を開催し、様々なテーマで今後の富岡市について対話していくとと

もに、興味のある職員が自由に参加できる環境づくりを行い、オフサイトで多くの職

員が気軽に対話する場の構築を目指して、一歩前に踏み出していく。 

 

②対話自治体（韮崎市）を始めとする他自治体との交流 

  今年度の部会の対話自治体であった韮崎市と

は、部会での対話以外にも、実際に韮崎市へ行

き交流するなど、良い関係が築けているので、

次年度以降も継続して交流を図っていきたい。 

また、部会を通して、対話自治体以外にも多

くの自治体と対話した経験から、様々な自治体

と情報交換や対話をする機会があることで、新

たな視点を取り入れながら組織変革へとつなげ

ていくことができると感じたので、Zoomなど 

のオンラインも活用しながら、他自治体と交流する機会を創出していきたい。 

＜韮崎市との交流の様子＞ 
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４．部会に参加しての気づき、学び 

（１）こども課 恩幣 学 

・まずは一歩前に踏み出して行動してみる。例え小さな一歩だとしても自分たちが動くこ

とが、組織変革につながっていく。  

・対話の重要性（日常から職員間で対話する環境が構築されていることで、職員間につ

ながりが生まれ、結果として緊急事態での効果的な対応に繋がる。）   

・あるべき姿（理想や改善策）ばかりを追うのではなく、現状把握とその原因をしっか

りと捉えておくことが大切である。 

・「自分事」として捉えることができるかどうかで物事の考え方や見え方に大きな差が

出てくる。 

 

（２）地域づくり課 大塚 遼 

・今まで当たり前だったことが、当たり前でなくなってきている。今まで通りでは対応

できないことが、当たり前になっていく。 

 ・組織も人が作っていて、ルールも人が使うもの。人と人が繋がっていないと、組織も

ルールも機能しない。そのための普段からの対話・つながりが必要。 

 ・理想を追いすぎるよりは「今」できることを考え行動する。失敗したら修正すればい

い。  

 ・人を巻き込むときは、まずは理解してくれる人から。その後に、だんだんと組織の中

に浸透していけばいい。（たき火のように）  

 

（３）水道総務課 阿部 聖美 

・コロナという状況下で、今まで当たり前にできていた対話もしにくくなっている。 

・日常から対話の機会をつくる取り組みを行うことで、これまで対話の機会を持たなか

った人たちにも波及する。 

・平時からつながりを増やしていくことで、緊急事態にも活かされる。 

・マネ友同士のつながりは、今期の研究会へのアドバイスをもらうだけでなく、過去の

アクションプランに対して精査を行う機会とすることができ、人マネの継続性につな

がる。 
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5．終わりに ～ 部会に参加してみての感想 ～ 

（１）こども課 恩幣 学 

 １期、２期の人たちが部会へと参加し、最後に市長をはじめとする経営層に自分たちの

活動を報告していることは知っていましたが、自分とは関係のない、どこか他人事のよう

に考えていました。それだけに、私にとっての部会は、自分で務まるのかという不安な気

持ちと、参加するからには何か成果を出さなければいけないというプレッシャーを感じな

がらのスタートでした。今年度の部会は、オンライン開催となったため、当初は慣れない

Ｚｏｏｍ操作やリアルとは違う対話に戸惑いと不安ばかりでしたが、今振り返ると、オン

ラインだからこそ多くの自治体と対話ができ、良い機会に恵まれたと感じています。 

この１年、緊急事態に効果的に対応するという大きなテーマに向かい、３人で頭を悩ま

すことも多くありましたが、１年という期間をかけて、市や市役所全体のことをあらゆる

視点から考えるという経験ができ、市全体を自分事として考えるきっかけとなったこと

や、まずは一歩前に踏み出して行動してみることの大切さに気づけたことは、部会に参加

したからこそ得られた財産だと感じています。さらに、部会幹事団の言葉、対話自治体で

ある韮崎市を始めとする多くの自治体との対話を通じて、今後の自分を支えてくれる大切

なものをたくさん頂くことができました。 

 最後に、この１年間の活動は、とても３人だけではやり遂げることができませんでし

た。お忙しい中、インタビューを快く受けて頂いた市長を始めとする多くの職員の方、一

緒に課題に向きあってくれたマネ友メンバー、部会の活動を理解してくれた職場の皆さ

ん、そして、部会幹事団・事務局、参加自治体の皆さんなどお世話になりました全ての方

に感謝を申し上げます。１年間、ありがとうございました。 

 

（２）地域づくり課 大塚 遼 

先輩（今ではマネ友となった）に誘われて、東京に行けるからという理由だけで簡単に

引き受けたことが始まりでした。結果としてみれば、全てがオンラインの部会となり、全

体でのリアルな集まりがなかったことは心残りですが、リアルとは違う形で関わったこと

で深い話ができた部分もあり、またオンラインでの会議等に慣れたことは成果であると考

えています。また、対話自治体である韮崎市さんとはリアルでの交流もでき、今後も交流

をしながらお互いを高め合っていけたらいいと思います。 

 この 1年間の部会を通して、通常業務ではまず考えないことに頭を働かせ、3人でイン

タビューをしたり課題をこなしたりと、なかなかハードではありました。が、この部会に

参加しなければ、「やらなかったこと」「考えなかった」ことが非常にたくさんありまし

た。またオンラインならではかもしれませんが、AI テキストマイニングやUMUなどのツ

ールも知ることができ、リアルタイムで可視化したり共有できたりと、とても分かりやす

く、実際に自分でも活用できる場面があればしてみたいと思います。 
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 最後に、部会には卒業はないということでマネ友と一緒に今後も活動を続けて、小さく

ても1歩を踏み出して、動きを止めないことを大切にして今後も業務にあたっていきたい

と思います。部会の4つのキーワードを考えながら、通常業務を考えるといろんな視点で

業務にあたれると思います。こういった考え方になれたのも、誘ってくれた先輩マネ友、

派遣元の人事課、部会の幹事団のおかげです。本当にありがとうございました。 

 

（３）水道総務課 阿部 聖美 

 昨年度から噂には聞いていた人マネという部会。今年度まさか自分が参加する立場にな

るとは思ってもみませんでした。せっかくいただいた東京進出の機会！と思いきや、コロ

ナという事態で、想像とは違った形の活動となってしまいました。 

 部会についての説明をされたとき、正直とても大きな課題に向かって取り組まなければ

ならないというプレッシャーを感じ、部会への参加が私でよかったのか不安に思いまし

た。普段の業務では考えないような視点で組織を見直すことは、私にとっては難しく、重

荷に感じたこともありました。しかし、研究会への参加を重ねていくうちに、参加者の皆

さんと思いや悩みを共有することが刺激となり、考え方が前向きに変わったように感じま

す。 

 今年度は緊急事態というテーマを持った部会でしたが、緊急時だからこそ考えられるこ

とがたくさんありました。特に、富岡市のテーマとした「対話」について。緊急時だから

こそ対話の重要性が求められる反面、緊急時（コロナ禍）に対話の機会を持つことの難し

さ。Zoom慣れこそしたものの、リアルで対話できないことのもどかしさ。これらを乗り

越え、マネ友会という対話の場を創出できたことや、対話自治体である韮崎市とリアルな

交流が深められたことは、今期参加した成果の一部だと感じています。 

 最後になりますが、一緒に参加していたお二人をはじめとし、マネ友会やインタビュー

させていただいた方など、富岡市の多くの方々のご協力をいただき、１年間をやり切るこ

とができました。部会幹事団や他自治体の方など、関わっていただいた皆さんに感謝して

います。今回得られたつながりを今後も継続して、更にはもっと広げていき、一歩踏み出

すきっかけとしたいです。 


